
 

営業日：月曜日～土曜日

最近、「自立」について考えているのですが、

欧米では、大人になることを「依存」から「独

立」した状態に変わること、と考える傾向が強い

ようです。自分だけで決断する、他人にお金の世

話にならないといった、他の人に依存・頼ること

を断ち切る、のが「独立」した状態であり、大人

であると考えられています。欧米の考え方が輸入

され、広まってきた日本でも次第にそのような考

え方が広まってきたのだと思います。

でも、素朴に考えて私たちは、誰にも頼らずに

生きていくのは難しく、誰もが認める「自立した

大人」であっても、多かれ少なかれ誰かに頼った

り頼られたりを繰り返しながら生きているもので

はないでしょうか。ある研究者は、「わが国でい

う自立とは、他者依存を完全に断ち切るのではな

く、他者に支えられながら他者を支える関係の中

で、自分の力で一人立ちすることである」と書い

ていて（渡邊「自立再考」1995年）、欧米との違

いを力説しています。また、東大先端研の熊谷晋

一郎先生も、自立とは依存先を増やすこと、依存

先の偏りをなくすこと」と言われていて、なるほ

どなと思います。

「自立する」という言葉は、実は多様なイメー

ジを含み、ひとつの「自立」のあり方にしばられ

る必要はないのかもしれませんね。

新年あけましておめでとうございます‼

今年も「クラ・ゼミ」寒河江校をよろし

くお願い致します
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